平成24年度当初予算　　　支出科目　款：商工費　項：商工費　目：商業振興費
	事業名:県産品販路開拓推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　商工労働部　商業流通課　県産品販売促進担当　電話番号：058-272-1111（内3147）

　　　E-mail： c11359@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：689千円（前年度予算額：689千円）
	事業内容


	１　事業の内容


　県では、消費者と直結する大手スーパーの仕入れ担当者や首都圏のインテリアショップ等との連携を通じて、バイヤーやその先にいる消費者が求めるニーズを的確につかみ取り、それを県内メーカーと共有させることにより、販路拡大を推進している。
　＜品質管理者、仕入れ担当者、バイヤーセミナー事業＞

　　　消費者と直結するバイヤー等が求める品質基準、デザイン等を、セミナーを通じて県内メーカーが習得できる場を創出する。さらに、大手スーパー催事場、インテリアショップ等販売現場を活用し、メーカーが自ら県産品を消費者へ売り込むことを通じて、メーカーのマネジメント能力向上も図る。毎回異なるメーカーがセミナーや展示販売に参画することにより、メーカーとバイヤー等とのマッチングも併せて実施する。
	２　所要経費


・品質管理責任者セミナー開催：327千円
・仕入れ担当者セミナー開催：326千円
・インテリアショップ等バイヤーセミナー開催：36千円
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ　ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
　１　モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる

　・付加価値を生む生産性の高い企業の誘致や、付加価値の高いブランド力のある地場産業製品の開発・販売の拡大によって全体的な労働生産性の低さを克服し、経済的な成長につなげます。
	２　これまでの取組状況


　平成23年度は、首都圏の集客力ある施設や大手スーパー等において、加工食品等を中心とした物産展を開催し、大市場における県産品の販路拡大に取り組んだ。

また、大手スーパーの品質管理責任者や仕入れ担当者による「巨大流通市場に切り込むためのセミナー」を開催し、巨大流通市場で県産品を流通させるための要件を習得する啓発事業を実施した。

	３　これまでの取組に対する評価


　物産展に参画した企業の売上増大につながったとともに、新規顧客（販路）開拓が進展するなど、徐々に成果が出始めている。
　今後も、大手スーパーや首都圏のインテリアショップ等との連携を深めていくとともに、加工食品以外の県産品の販路拡大にも取り組んでいく必要がある。
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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